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納
税
者
の
不
安
を
あ
お
る
な
！

収
支
内
訳
書
返
還
行
動
【
姫
路
民
商
】

　国税庁は来年１月から申告書等の控えに収受日付印押
なつを行わない事を打ち出しました。各民商では、「税務
署が納税者の求めに応じるのは当然。押印を続けるべき」
と署名と要請を強めています。

　

６
月
１１
日
、
近
畿
６
府

県
の
民
商
代
表
１７
人
が
参

加
し
、
「
事
務
セ
ン
タ
ー

へ
の
書
類
送
付
の
強
要
、

収
受
受
付
印
の
押
な
つ
廃

止
、
人
権
無
視
の
税
務
調

査
の
中
止
を
」
と
、
大
阪

国
税
局
と
交
渉
し
ま
し

た
。

　

交
渉
に
参
加
し
た
兵
庫

民
商
の
平
松
大
佳
事
務
局

長
か
ら
、
「
イ
ン
ボ
イ
ス

の
登
録
申
請
を
し
た
会
員

が
イ
ン
ボ
イ
ス
セ
ン
タ
ー

に
『
番
号
が
届
い
て
い
な

い
』
と
連
絡
し
た
際
、
担

当
者
か
ら
、
『
イ
ン
ボ
イ

ス
申
請
書
は
兵
庫
税
務
署

に
提
出
さ
れ
て
い
な
い
』

と
連
絡
が
あ
っ
た
の
で
、

民
商
か
ら
も
う
一
度
セ
ン

タ
ー
に
連
絡
。
兵
庫
税
務

署
で
の
収
受
印
受
付
番
号

等
を
担
当
者
に
伝
え
、
折

り
返
し
の
連
絡
を
う
け

た
。
セ
ン
タ
ー
は
『
兵
庫

税
務
署
総
務
課
受
付
分
を

未
確
認
の
ま
ま
、
総
合
窓

口
の
受
付
の
み
を
確
認
し

て
、
申
請
者
の
イ
ン
ボ
イ

ス
申
請
書
は
受
付
て
い
な

い
と
い
う
回
答
を
し
て
し

ま
っ
て
い
た
。
申
請
者
に

は
早
急
に
通
知
書
を
送
付

す
る
旨
を
お
知
ら
せ
し

た
』
と
の
こ
と
。
収
受
印

が
あ
っ
た
か
ら
対
応
し
て

も
ら
え
た
」
と
事
例
を
報

告
。

　

奈
良
、
京
都
か
ら
も
「
本

人
が
収
受
受
付
印
を
押
印

さ
れ
た
控
え
を
持
っ
て
い

た
た
め
す
ぐ
対
応
を
し
て

も
ら
え
た
。
収
受
印
の
廃

止
は
中
止
す
る
べ
き
」
と

求
め
ま
し
ま
し
た
。

　

出
席
し
た
課
長
補
佐

は
、
「

提

出

の

事

実

は

ｅ

-

Ｔ
ａ

ｘ

や

マ

イ

ナ

ポ
ー
タ
ル
、
納
税
証
明
で

確
認
で
き
る
。
提
出
日
付

を
記
載
し
た
リ
ー
フ
レ
ッ

ト
を
配
布
す
る
の
で
、
控

え
に
は
自
身
で
日
付
を
記

入
し
て
も
ら
う
」

と
説

明
。
参
加
者
か
ら
「
書
類

を
紛
失
し
た
場
合
は
ど
う

な
る
の
か
」
「
リ
ー
フ
が

納
税
者
に
交
付
さ
れ
た
も

の
か
ど
う
か
の
証
明
が
で

き
る
の
か
」
の
疑
問
点
を

言
う
と
局
側
は
回
答
不
能

に
。

　

参
加
者
か
ら
、
「
リ
ー

フ
作
成
で
無
駄
な
税
金
を

使
わ
な
く
て
も
今
ま
で
通

り
申
告
書
に
押
な
つ
す
れ

ば
い
い
。
一
番
簡
単
で
一

番
確
実
な
方
法
だ
」
と
要

請
し
ま
し
た
。

　

６
月
下
旬
、
「
収
支

内

訳

書

提

出

の

お

願

い
」
が
大
阪
国
税
局
長

田
分
室
か
ら
送
付
さ
れ

は
じ
め
ま
し
た
。
会
員

か
ら
は
、
「
大
阪
国
税

局
か
ら
の
文
書
や
」
と

民
商
へ
の
電
話
が
相
次

い
だ
こ
と
を
受
け
、
民

商
で
は
姫
路
税
務
署
へ

の
抗
議
と
納
税
者
の
権

利
を
学
び
合
う
場
と
し

て
、
７
月
８
日
を
返
還

行

動

日

に

決

め

ま

し

た
。

　

当
日
は
４１
人
の
会
員
が

集
ま
り
、
姫
路
労
働
会
館

で
意
思
統
一
を
行
っ
た

後
、
姫
路
税
務
署
ま
で
徒

歩
で
向
か
い
ま
し
た
。

　

中
島
義
久
会
長
は
税
務

署
に
対
し
、
「
収
支
内
訳

書
は
訓
示
規
定
で
あ
り
、

提
出
し
な
く
て
も
罰
則
は

な
い
。
国
会
で
は
、
零
細

業
者
に
多
大
な
負
担
を
押

し
付
け
て
は
な
ら
な
い
と

付
帯
決
議
を
行
っ
て
い

る
」
、
「
む
や
み
に
納
税
者

の
不
安
を
あ
お
る
よ
う
な

文
書
の
送
付
は
今
後
一
切

や
め
よ
」
と
い
う
旨
を
申

し
入
れ
、
会
員
は
各
々
「
収

支
内
訳
書
提
出
の
お
願
い
」

の
返
還
を
行
い
ま
し
た
。

　

初
め
て
参
加
し
た
会
員

か
ら
は
、
「
脅
す
よ
う
な

文
書
が
届
い
て
ど
う
し
た

ら
い
い
か
わ
か
ら
な
か
っ

た
が
、
み
ん
な
で
一
緒
に

抗
議
で
き
た
の
で
心
強

か
っ
た
」
と
い
う
声
が
聞

か
れ
ま
し
た
。

　

（
姫
路
・
小
野
通
信
員
）

切
実
な
要
求
を

持
っ
て

【
大
阪
国
税
局
交
渉
】

▼
７
月
７
日
投
開
票
の
東

京

都

知

事

選

挙
。

結

果

は
、

１

位
・

小

池

百

合

子
、
２
位
・
石
丸
伸
二
、

３

位
・

蓮

舫
、

４

位
・ 

田
母
神
俊
雄
、
５
位
・
安

野
貴
博
。
選
挙
期
間
中
に

テ
レ
ビ
を
中
心
に
取
り
上

げ
ら
れ
て
い
た
の
は
上
位

４
名
で
、
５
位
の
安
野
貴

博
氏
は
全
く
取
り
上
げ
ら

れ
て
い
な
か
っ
た
上
、
組

織
も
知
名
度
も
な
い
中
で

１
５
４
６
３
８
票
を
得
て

の
５
位
は
大
躍
進
と
言
え

る
▼
こ
の
安
野
貴
博
氏
の

特
徴
は
、
Ａ
Ｉ
な
ど
の
デ

ジ
タ
ル
技
術
を
生
か
し
て

公
約
に
支
持
者
の
声
を
反

映
さ
せ
る
姿
や
「
デ
ジ
タ

ル
民
主
主
義
」
の
提
唱
へ

の

共

感

で

あ

っ

た
。

Ｙ

ｏ
ｕ

Ｔ
ｕ

ｂ
ｅ

で
２４
時

間
、
Ａ
Ｉ
ア
バ
タ
ー
（
分

身
）
が
視
聴
者
の
コ
メ
ン

ト
に
応
じ
、
質
問
の
中
か

ら
Ａ
Ｉ
で
分
析
し
、
そ
の

妥
当
性
を
Ｇ
ｉ
ｔ
Ｈ
ｕ
ｂ

（
開
発
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
）
で
検
証
。
聞
き
っ
ぱ

な
し
で
は
な
く
リ
ア
ル
タ

イ
ム
で
政
策
に
反
映
。
こ

れ
ま
で
の
選
挙
戦
と
は
全

く
違
っ
た
手
法
を
用
い
て

戦
っ
た
と
い
え
る
▼
民
主

主
義
の
理
想
と
、
選
挙
制

度
の
限
界
と
い
う
ギ
ャ
ッ

プ
を
デ
ジ
タ
ル
技
術
が
埋

め
る
可
能
性
を
感
じ
た
面

白
い
選
挙
で
あ
っ
た
が
、

都
民
の
願
い
が
本
当
に
反

映
さ
れ
た
の
か
が
問
わ
れ

る
。　
　
　
　
　

  

（
Ａ
）

　

火
災
が
起
こ
っ
た

輪
島
朝
市
通
り
は
、

一
部
は
解
体
が
す
す

み

は

じ

め

た

も

の

の
、
未
だ
壊
れ
た
建

物
や
焼
け
た
店
舗
な

ど
が
残
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

能
登
半
島
地
震
か

ら
半
年
過
ぎ
た
７
月

２１
日
、
兵
庫
民
商
・

兵
庫
県
連
の
事
務
局

３
人
は
、
支
援
物
資

を
も
っ
て
能
登
民
商

輪
島
支
部
の
会
員
を
訪
問

し
ま
し
た
。

　

輪
島
支
部
は
約
５０
人
の

会
員
が
所
属
。
訪
問
し
た

の
は
輪
島
塗
箸
工
房
の
天

野
誠
さ
ん
、
土
地
家
屋
調

査
士
の
谷
内
廣
さ
ん
、
自

動
車
整
備
の
畑
中
幸
代
さ

ん
、
ペ
ン
シ
ョ
ン
「
ハ
ト

ヤ
」
を
営
む
松
村
香
保
里

さ
ん
、
農
機
具
の
販
売
・

修
理
を
営
む
吉
田
正
さ
ん

ご
夫
婦
。
輪
島
朝
市
通
り

で
５０
年
間
喫
茶
店
を
営
ん

で
い
た
小
川
逸
郎
さ
ん
、

不
動
産
業
を
営
む
布
浦
康

雄
さ
ん
、
一
級
左
官
技
能

士
の
伏
原
正
志
さ
ん

の
８
人
で
す
。

　

皆
さ
ん
か
ら
は
、

被
災
家
屋
の
解
体
と

ガ
レ
キ
処
理
の
遅
れ

と
共
に
、
な
り
わ
い

再
建
支
援
補
助
金
な

ど
申
請
の
簡
素
化
、

元
の
地
域
、
元
の
生

活
に
戻
れ
る
の
か
ど

う
か
の
不
安
な
ど
が

話
さ
れ
ま
し
た
。

　

阪
神
・
淡
路
大
震
災
で

は
、
仮
設
住
宅
に
は
入
居

者
が
集
え
る
場
が
あ
り
、

日
常
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

が
築
け
る
よ
う
自
治
会
な

ど
が
発
足
し
て
い
ま
し
た

が
、
輪
島
で
は
集
会
場
の

設
置
は
こ
れ
か
ら
で
す
。

ま
た
、
仮
設
住
宅
の
建
設

も
遅
れ
て
お
り
、
み
な
し

仮
設
や
避
難
所
で
の
生
活

を
強
い
ら
れ
て
い
る
方
も

多
く
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

会
員
の
皆
さ
ん
か
ら

は
、
「
被
災
を
機
に
地
域

が
切
り
捨
て
ら
れ
る
の
で

は
」
と
心
配
す
る
声
が
寄

せ

ら

れ

ま

し

た
。

そ

し

て
、
「
な
り
わ
い
再
建
支

援
補
助
金
は
申
請
が
複
雑

で
素
人
で
は
で
き
な
い
」

と
の
声
に
象
徴
さ
れ
る
よ

う
に
、
受
け
た
い
中
小
業

者
が
誰
で
も
う
け
ら
れ
る

制
度
に
変
え
て
い
く
こ
と

が
大
切
で
す
。

右側が小川逸郎さんの喫茶店（朝市通り）
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赤
穂
民
商

（
キ
ッ
ク
ボ
ク
シ
ン
グ
ジ
ム
）　

鍋
島 

逸
平
さ
ん

広
島
を
め
ざ
し
、

   

一
歩
ず
つ
国
民
平
和
大
行
進

編
集
後
記

☎ 090-9994-3107
【
営
業
日
】
月
〜
金

　

 

（
１７
時
〜
２２
時
）

土
（
１６
時
〜
２１
時
）

体
を
動
か
す
楽
し
さ
を
伝
え
た
い
　

　

テ
ツ
ジ
ム
赤
穂
支
部

は
、
Ｊ
Ｒ
播
州
赤
穂
駅
か

ら
南
へ
徒
歩
５
分
。

　

ト
レ
ー
ナ
ー
の
鍋
島
逸

平
さ
ん
は
、
２３
歳
の
時
に

キ
ッ
ク
ボ
ク
シ
ン
グ
と
出

会
い
、
プ
ロ
ラ
イ
セ
ン
ス

を
取
得
し
た
プ
ロ
の
キ
ッ

ク
ボ
ク
サ
ー
で
す
。
そ
の

実
力
を
買
わ
れ
て
会
長
か

ら
「
赤
穂
で
ジ
ム
を

や
っ
て
み
な
い
か
」

の
声
で
、
今
年
の
１

月
に
ジ
ム
を
立
ち
上

げ
ま
し
た
。

　

現
在
会
員
数
は
３５

人
。
老
若
男
女
問
わ

ず
初
心
者
か
ら
プ
ロ

志
望
ま
で
と
幅
広
く
、
ボ

ク
シ
ン
グ
だ
け
で
な
く
運

動
不
足
解
消
な
ど
個
々
に

合
っ
た
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
指

導
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
し
て

い
ま
す
。
そ
し
て
子
ど
も

に
は
キ
ッ
ク
ボ
ク
シ
ン
グ

を
通
じ
、
礼
儀
作
法
や
人

と
関
わ
る
楽
し
さ
を
教
え

ま
す
。

　

鍋
島
さ
ん
は
「
体
を
動

か
す
の
っ
て
楽
し
い
と
喜

ん
で
も
ら
う
事
が
何
よ
り

や
り
が
い
を
感
じ
る
。
将

来
こ
の
ジ
ム
か
ら
プ
ロ
を

出
し
た
い
と
思
っ
て
い

る
」
と
語
ら
れ
ま
し
た
。

　

民
商
に
は
元
民
商
会
員

で
あ
っ
た
父
親
の
す
す
め

で
入
会
。
「
経
営
の
こ
と

や
日
常
の
些
細
な
悩
み
も

親
身
に
聞
い
て
く
れ
る
民

商
に
は
助
か
っ
て
い
る
」

と
鍋
島
さ
ん
。
今
後
は
民

商
と
経
営
な
ど
相
談
し
な

が
ら
新
入
会
員
を
伸
ば
し

た
い
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

創
立
40
周
年
を
祝
っ
た

全
商
連
共
済
会
第
28
回
総
会

会
員
加
入
率
90
％
を
め
ざ
そ
う

兵
商
連
共
済
会
第
47
回
定
期
総
会

　

国
保
料(

税)

の
納
付

書
が
届
き
、
加
入
者
か
ら

「
高
す
ぎ
る
」
「
払
え
な

い
」
と
の
悲
鳴
が
あ
が
っ

て
い
ま
す
。
払
い
き
れ
な

い
高
い
国
保
料(

税)

は
、

減
免
や
猶
予
申
請
が
可

能
で
延
滞
料(

税)

も
減

額
・
免
除
さ
れ
ま
す
。
保

険
証
の
交
付
、
限
度
額
認

定
、
医
療
費
窓
口
負
担
の

減
額
・
免
除
は
、
民
商
へ

ご
相
談
下
さ
い
。

みんＳＨＯＷ横丁２０２４
ＩＮ神戸 で検索

（１１月３０日～１２月１日）
●出店要項　
　ＨＰもしくはＱＲコードから
　申し込みください。

　

県
知
事
の
パ
ワ
ハ
ラ
・

お

ね

だ

り

疑

惑
。

命

を

絶
っ
た
前
県
民
局
長
や
副

知
事
の
辞
職
。
職
員
労
組

か
ら
の
辞
職
要
求
に
議
会

で
は
百
条
委
員
会
が
開
か

れ
て
い
る
。
頑
な
に
辞
職

を
拒
む
斎
藤
知
事
。
県
民

の
信
頼
回
復
と
い
う
な
ら

早
く
辞
職
す
べ
き
。
（
Ｈ
）

大阪からの引継ぎ 右端が兵商連・土谷会長

表彰状を受け取る 神戸北民商・山下安男理事長

テツジム赤穂支部

　

国
民
平
和
大
行
進
が
、

７
月
７
日
川
西
市
役
所
前

で
大
阪
か
ら
引
き
継
が

れ
、
１６
日
兵
庫
か
ら
岡
山

へ
引
継
ぎ
ま
し
た
。

　

７
月
１０
日
、
朝
の
平
和

行
進
に
は
、
約
４０
人
が
参

加
し
ま
し
た
。
Ｊ
Ｒ
六
甲

道
駅
北
側
に
集
合
し
、
出

発
前
の
集
会
。
そ
の
後
、

山
手
幹
線
を
通
り
阪
急
王

子
公
園
駅
ま
で
、
横
断
幕

と
の
ぼ
り
・
プ
ラ
カ
ー
ド

を

掲

げ

な

が

ら
、

宣

伝

カ
ー
で
の
ア
ナ
ウ
ン
ス

で
、
「
核
兵
器
を
廃
絶
し

よ
う
！
」
「
原
爆
症
を
認

定
せ
よ
！
」
「
非
核
神
戸

方
式
を
世
界
に
広
げ
よ

う
！
」
「
憲
法
９
条
を
守

ろ

う
！
」

と

ア

ピ

ー

ル

し
、
ビ
ラ
を
ま
き
な
が
ら

歩
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
商
店
街
な
ど
沿

道
で
は
、
店
主
の
方
た
ち

か
ら
多
数
の
声
援

が
寄
せ
ら
れ
、
皆

さ

ん

が

平

和

を

願
っ
て
い
る
事
を

実
感
し
ま
し
た
。

　

地
域
か
ら
原
水

爆
禁
止
世
界
大
会

へ
の
参
加
を
決
め

て
い
る
青
年
も
行

進
に
参
加
。
皆
さ

ん
暑
さ
に
も
負
け

ず
、
元
気
よ
く
歩

き
ま
し
た
。
今
年

も
無
事
に
平
和
の

願
い
を
引
き
継
ぎ

ま
し
た
。
お
疲
れ

様
で
し
た
。

　

（
灘
・
向
堂
通

信
員
）

　

６
月
２９
〜
３０
日
、
全
商

連
第
２８
回
定
期
総
会
が
東

京
都
内
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

総
会
成
功
に
む
け
、
兵

商
連
共
済
会
は
、
「
全
商

連
共
済
会
総
会
に
向
け
て

６
・
１
会
員
比
２
％
の
加

入
者
を
拡
大
し
よ
う
」
と

県
下
の
民
商
に
呼
び
か

け
、
加
入
者
拡
大
運
動
が

始
ま
り
ま
し
た
。

　

各
民
商
で
は
、

「
婦
人
部
役
員
が

部
員
に
電
話
で
加

入

を

呼

び

か

け

た
」
「
従
業
員
を

多
く
雇
っ
て
い
る

法
人
に
、
『
共
済

金
や
集
団
健
診
活

動
は
従
業
員
の
福

利
厚
生
に
も
な
る

の
で
、
ぜ
ひ
加
入

を

』

と

対

話

し

た
」
な
ど
、
配
偶
者
や
従

業
員
へ
働
き
か
け
ま
し

た
。
そ
の
結
果
、
６
月
に

共
済
Ａ
会
員
３７
人
、
加
入

者
１
０
０
人
を
拡
大
し
ま

し

た
。

こ

の

運

動

を

力

に
、
皆
で
成
果
を
喜
び
合

え
る
「
よ
り
民
商
ら
し
い

共
済
会
」
を
め
ざ
し
、
全

民
商
が
会
員
加
入
率
８０
％

突
破
、
年
間
増
勢
を
勝
ち

取
り
ま
し
ょ
う
。

　【
全
商
連
共
済
会
表
彰

基
準
】

▼
前
総
会
時
現
勢
比
５
％

以
上
実
増
し
た
民
商
共
済

会
＝
神
戸
北
、
三
田

▼
兵
商
連
共
済
会
が
呼

び
か
け
た
６
・
１
会
員
比

２
％
拡
大
達
成
民
商
共
済

会
＝
三
田
、
神
戸
北
、
垂

水
、
神
戸
西

　

７
月
１４
日
、
兵
商
連
共

済
会
第
４７
回
定
期
総
会
が

開
か
れ
、
役
員
・
代
議
員
・

評
議
員
１
１
０
人
が
参
加

し
ま
し
た
。

　

豊

村

和

正

理

事

長

は
、
「
全
会
員
加
入
を

め
ざ
し
た
運
動
が
全
国

で
も
取
り
組
ま
れ
大
阪

と
沖
縄
が
新
た
に
会
員

加
入
率
８０
％
を
達
成
し

た
。
兵
商
連
共
済
会
も

会
員
加
入
率
９０
％
を
め

ざ
し
、
皆
さ
ん
の
力
で

共
済
会
を
盛
り
上
げ
て

い
こ
う
」
と
主
催
者
を

代
表
し
あ
い
さ
つ
。

　

代
表
発
言
は
、
東
灘
、

神
戸
北
、
垂
水
、
高
砂
の

４
民
商
共
済
会
か
ら
、
一

点
健
診
や
初
の
集
団
健
診

の
取
組
み
。
配
偶
者
や
従

業
員
な
ど
加
入
者
拡
大
。

い
の
ち
と
健
康
を
守
る
学

習
の
大
切
さ
、
共
済
運
動

を
通
じ
た
支
部
役
員
と
会

員
の
つ
な
が
り
な
ど
、
発

言
が
あ
り
ま
し
た
。

　

午
後
か
ら
は
①
保
険
証

廃

止
・

マ

イ

ナ

ン

バ

ー

カ
ー
ド
の
危
険
性
②
震
災

復
興
は
地
域
循
環
型
で
③

政
治
と
カ
ネ
の
問
題
の
３

分
科
会
で
学
習
。
ど
の
分

科
会
で
も
大
企
業
の
利
権

と
政
治
が
関
係
し
、
大
軍

拡
・
大
増
税
に
つ
な
が
っ

て
い
る
事
が
明
ら
か
に
。

　

総
会
は
、
運
動
方
針
、

決
算
・
予
算
案
を
満
場
一

致
で
採
択
。
方
針
実
践
の

先
頭
に
立
つ
新
役
員
を
選

出
し
閉
会
し
ま
し
た
。

【
総
会
選
出
の
新
三
役
】

理
事
長　
　

豊
村
和
正

副
理
事
長　

前
田
正
信

　
　
　
　
　

堀　

征
代

　
　
　
　
　

橋
本
訓
子

　
　
　
　

和
久
信
一
（新）

　
　
　
　
　

家
納
昭
次

会
計　
　
　

久
保
山
明

専
務
理
事　

畑
田
貴
昭

　

婦
人
部
主
催

第
２
弾
「
見
せ

る
だ
け
で
売
れ

る
」
Ｓ
Ｎ
Ｓ
講

座
を
７
月
９
日

に
開
催
。
第
１

弾
か
ら
の
継
続

講
座
で
「
Ｓ
Ｎ

Ｓ
が
よ
く
分
か

ら
な
い
」「
ネ
ッ

ト
で
宣
伝
し
て
み
た
い

が
使
い
方
が
分
か
ら
な

い

」

な

ど
、

「
ど
う
し
た

ら
？
」
の
声

に
答
え
る
わ

か
り
や
す
い

解
説
に
、
参

加
し
た
婦
人

部
の
皆
さ
ん

も
「
こ
れ
な

ら
で
き
る
か

も
」
と
大
好
評
で
し
た
。

　

（
三
田
・
竹
内
通
信
員
）

好
評
！
Ｓ
Ｎ
Ｓ
学
習
会

【
三
田
民
商
】


